
各項目ひと言
説明

全体像から具体へ

RouteG F２ GR（日本語授業） レイアウト改訂前

Word List

テーマ

高校範囲を１年
で速習するため
のオリジナルカリ
キュラム

この時期、高校
英文法を理解し
ながら、語彙力を
増強していくこと
が重要です。単
に訳語を覚えると
いうのではなく、
複数の訳語のも
とになる中核的
意味や、どういう
状況で用いるの
かなど、実用面を
重視します。

ひと言で説明し、
例文の形で理解
していきます。

体系化できるよう、
全体像を提示して、
すっきりと整理して
いくスタイルをとっ
ています。

●高校英文法を１年で修得。深く読み、正確に表現する力がTOP大入試を突破する鍵になります。

Foundation２ GR（日本語授業）

ワンポイント

典型的であったり、
盲点となりやすい
ような点は、こまめ
に提示し、知識を
補完していきます。



RouteG F２ GR（日本語授業）

Structure
Grammar & 
Structure

Reading 素材
を文法構文理論
に基づきに正確に
読み解きます。
大学入試センター
試験の過去問中
心に構成している
のは、特定分野の
予備知識を必要
とせず、語彙・文
法の学習に集中
できる良質の題材
だから。

文構造上の重要
な観点に光を当
てて解説します。
複雑化しても、
原理原則を適用
できるよう配慮

●文法・理論を、正確で深みあるReadingにつなげます。時に他者の立場に立ったり、批判的思考・推論力を向上させます。

Foundation２ GR（日本語授業）

各項目ひと言
説明

ひと言で説明し、
例文の形で理解
していきます。

ワンポイント

典型的であったり、
盲点となりやすい
ような点は、こまめ
に提示し、知識を
補完していきます。



テーマの縦・横

RouteG F２ LA（オールイングリッシュ授業） レイアウト改編前

文法・理論に基づ
いて正確に読み解
いた素材を、用い
て、「内容の理解」
「推論」「要約」「考
えを述べる」といっ
たLA：
Language 
Activities(言語
活動)をおこないま
す。読み解く力は
文法の授業で身に
つけたものを用い
て、そこから、内容
面の深い考察、内
容に対する自分の
考え、他者とのディ
スカッションへと発
展させていきます。

まとめたり、言い
換えたりする力は、
要約をしたり、取
り上げて伝えたり、
説明したりする土
台となります。そう
した一つ一つの要
素もしっかり育み
ます。

Step by Step

土台の育成

例えば要約。いき
なり要約をするの
ではなく、「大事な
ことを抜き出す(ま
とめる)」→「繋げ
て整える」のよう
なプロセスを踏み
ます。

●読む・要約する・考える・伝える──知的インプットとアウトプットをすべて英語で行うための集中トレーニングの時間です。

Foundation２ LA（オールイングリッシュ授業）



Critical Thinking

RouteG F２ LA（オールイングリッシュ授業）

毎月４週目は、１か月のまとめとして、「ブレスト」→「ディスカッション」→「ライティング」
→「プレゼン」→「フィードバック」と進みます。
SpeakingやWritingのチカラはもちろんのこと、Critical Thinkingのチカラを向
上させていきます。
ここでも、突然「〇〇についてどう思うか」という問いかけにはせず、１週目から３週目ま
でのLAの素材とテーマを深堀して考えていきます。その過程に参考となるモデルが存在
し、さらに、自分の考えを付け加えたり、ディスカッションを通じて練り上げていくステップ
を踏みます。
ここでのテーマは、海外大出願時に必要となるエッセイのテーマと連動しているため、
徐々に海外大出願に必要なも視点も養えます。

●月ごとの探究テーマを通じて、素材を超えた思考と議論へ。最終週は英語の発信力を鍛えるプレゼン&ディスカッションを行います。

Foundation２ LA（オールイングリッシュ授業）
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